
第７４回城山地区まちづくり会議全体会結果 

 
 
 
 
 
 
 
１ 開  会 
 
２ あいさつ 大参代表 

 
３ 議  題 

（１）令和元年度城山地区まちづくり懇談会について 

    事務局から資料１及び参考資料に基づき説明を受けた。 

 

≪主な質問及び回答（○委員からの質問・意見、⇒事務局の回答）≫ 

○開催時間が３０分短縮となった理由は何か。 

⇒市政概要や市政運営方針等の説明がなくなり、資料配布のみとなること

から３０分の短縮となる。 

 
（２）令和元年度城山地区まちづくり懇談会のテーマと主な内容について 

    事務局から前回の部会の検討内容の振り返りの説明後、資料２～７に基づ

き、令和元年度城山地区まちづくり懇談会のテーマと主な内容、城山地区で

具現化していく取組についての説明があった。 

 その後、部会に分かれ、①城山地区まちづくり懇談会のテーマと主な内容、

②城山地区まちづくり懇談会の発表者、③城山地区で具現化していく取組に

ついての検討が行われた。 

 

  【各部会からの検討経過の報告】 

 

  ●高齢者とともに築き支える地域づくり部会 

   ①城山地区まちづくり懇談会のテーマと主な内容 

    城山地区まちづくり懇談会については、地域との積極的な繋がりを望まな

い人に対するゆるやかな見守りの仕組みを懇談のテーマとし、主な内容は、

他の地域の取組を伺いながら、その仕組みづくりについて懇談することとな

った。また、テーマシートについては、概ね資料２のとおりとすることで確
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認がされた。 

 

   ②発表者について 

    城山地区まちづくり懇談会における高齢者とともに築き支える地域づくり

部会の発表者は、宗田委員となった。 

 

   ③城山地区で具現化していく取組について 

    高齢者支援センターで行われている地域ケア会議の地域づくり部会で同様

なテーマが検討されているため、情報共有や連携を図り、ゆるやかな見守り

の仕組みについて引き続き検討していくこととなった。 

 

   ④部会名について 

    前回の部会に引き続き部会名を検討した結果、高齢者とともに築き支える

地域づくり部会とすることとなった。 

 

  ●子どもたちの主体性を育む地域づくり部会 

   ①城山地区まちづくり懇談会のテーマと主な内容 

    城山地区まちづくり懇談会については、子どもたちの主体性を育む異年齢

交流、地域間交流を懇談のテーマとし、その主な内容は、今後、本部会の取

組の参考とするため、他の地域において子どもたちが主体性をもって活動を

している事例等を伺いながら、その仕組みづくりについて懇談することとな

った。また、テーマシートについては、概ね資料５のとおりとすることで確

認がされた。 

 

   ②発表者について 

    城山地区まちづくり懇談会における子どもたちの主体性を育む地域づくり

部会の発表者は、小島部会長となった。 

 

   ③城山地区で具現化していく取組について 

    子どもたちに主体性を持たせた取組を行うにあたっては、まず子どもたち

の考え・意見を把握する必要があるため、今後は子どもたちの意見を聴く機

会を設けていきたい。 

 
（３）その他 

・まちづくり会議の内容については、教育関係に関係することを検

討しているため、学校関係者にも知っておいてもらいたい。また、

こども会や育成会の方にも参加してもらった方がより良いものに



なるのではないか。 
・次回のまちづくり会議は、令和元年９月１７日（火）午後７時か

ら城山公民館大会議室で開催することを確認した。 
・令和元年８月９日（金）に杜のホールはしもとで開催される「総

合計画×ＳＤＧｓシンポジウムについて紹介された。 
 

４ 閉  会 八木副代表 
 
 

以 上   


